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TAC×BECKER 日本受験セミナー 

U.S.CPA Special Event 

日本でのU.S.CPAへのニーズ 

 

１．なぜUSCPA 

日本を取り巻く環境 

日本人の課題 

 

２．なぜBecker 

日本人の勉強方法とBecker 
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日本の経済成長率（10年平均） 
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日本企業のグローバル化 
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海外生産比率の過去最高更新が相次ぐ 

 

 新興国で生産拡大、日本へ「逆輸出」も 
 トヨタ自動車2010年に57％に 

 日産自動車11年３月期に７割強に 

 

 海外比率拡大へアジアなどで能力増強 
 コ マ ツ建機が11年３月期に59%超に 

 ＨＯＹＡ11年３月期に69％超に 

 

 海外買収テコにグローバル拠点拡充 
– 日本電産11年３月期に９割超 

– キヤノン10年１～６月期に48% 

– オリンパス現在４割→15年３月期に５割 
 

 

出所：日本経済新聞 
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日本企業のグローバル化 

 IFRS任意適用 

 日本電波工業、ＨＯＹＡ、住友商事の３社が実施。 

 日本板硝子、JTも適用の方向 

 

 東京商工リサーチ（ＴＳＲ）が８月１６日に公表した「ＩＦＲＳ（国際会計報告基準）適
用アンケート調査」（対象：上場企業他４６０６社、回答数４０７社（回答率８．８％、
期間：５月３１日～７月１５日））によると、「任意適用を前向きに検討」しているの
は２３社を数えることが分かった。適用時期は、２０１２年度が６社、２０１３年度が
９社、２０１４年度が６社。主に、商社、電気機器、金融機関。 

 
出所：日本経済新聞 
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日本企業のIFRS適用 
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 マインド・考え方 

LocalとGlobal 

BestよりBetter 

個別最適より全体最適 

 

 スキル 

日本語＋英語 

日本のビジネス用語＋グローバルなビジネス用語 

特定分野における差別化スキル 
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スキルの部分についてはUSCPAの学習が大きく貢献する 

グローバル化と日本人の課題 

 問題数が多く、解説が詳しいこと 

 英語表現に慣れるために、実践的な問題に数多く触れておく必要があ
る 

⇒BECKERの問題集には、実践的かつ最近の試験傾向を反映した問
題が多数 

 間違えた問題については、なぜ間違えたのか把握をしておくことが重要。 

⇒Beckerの問題集は、全ての選択肢に対して解説が付いている。 

 

 問題とテキストにリンクがあること 

 実践的な問題を解く中で、重要な論点や理解があやしい論点について
は該当部分の原文を読んでみることが重要 

⇒Beckerの問題集では、テキストの参照箇所が明記されている 
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日本人にとってなぜBeckerがオススメ？ 
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9.  CPA-05395 A4 Page 4 

Which best describes the documentation completion date? 

a. Forty-five days from the report release date, based on PCAOB standards. 

b. Sixty days from the report release date, based on PCAOB standards. 

c. Seven years from the report release date, based on auditing standards. 

d. Five years from the report release date, based on auditing standards. 

 

問題集を解きながら 

該当部分のテキストを参照 

問題とテキストのリンク 


